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開催案内

自分の思い描くアンコールワット

　光物性物理学において、将来の進むべき方向を探るとともに、日本が世界
の指導的立場に立ち、開拓者精神を持った若手研究者を育てることを目的と
した国際会議を開催します。併せて、日本文化を世界に向けて発信します。

50 事業・総額 8,200 万円を助成
　1970 年の日本万国博覧会の収益金を基につくられた、
EXPO’70 基金。関西・大阪 21 世紀協会は、その運用収入
の 50％を用いて、「日本万国博覧会 開催の意図＊」の趣旨に
適った活動の助成に取り組んでいます。
　2020 年度は、2025 年大阪・関西万博に向け、EXPO’70
の理念を継承・発展させ、新たな時代の価値創造へとつ
なぐ活動を優先採択テーマとして公募。昨年 7月～9月に
国内外の団体から179 事業の申請があり、万博記念基金事
業審査会（外部委員）の審査を経て、50 事業・総額 8,200
万円の助成を決定しました。
　なお、今年度はコロナ禍の影響により、事業の実施期間
内（2021 年 3月末まで）での開催ができない事業について
は 2021 年 12月31日まで延長を認めるとともに、国外への
渡航が制限されているため、オンライン開催など実施内容
が変更された事業の助成については、個別に判断すること
となりました。

＊日本万国博覧会 開催の意図（抜粋）
　日本万国博がめざしたものは、世界にはさまざまな文明が多
元的に共存することを、理解と寛容の精神によって認め、それら
の多様性の調和の中にこそ進歩が望まれなければならない、と
いう「調和的発展」の精神でした。これは東洋思想の「和」の心を
現代世界に呼び戻して、東西を結ぶ新しい理念として発展させ
ようとするものでした。

　ポルポトの文化破壊によって失われたカン
ボジアの歴史と伝統のクメール美術。その美
術教育の復活を目指した国際文化交流展とシ
ンポジウムを開催します。小学生などを対象と
した美術ワークショップも数多く行います。

2020 年度日本万国博覧会記念基金助成事業

申請件数 179 件　

 内訳
　国内事業者：重点事業 14 件、一般事業 139 件

　　　 国外事業者：重点事業 3 件、一般事業 23 件
採択件数 50 件　 

 内訳
　国内事業者：重点事業なし、一般事業 41 件

　　　 国外事業者：重点事業なし、一般事業 9 件
※重点事業は審査の結果、該当なしとしました。

クメール美術授業風景　初めての筆と絵具

日本万国博覧会記念基金事業

EXPO’70 基金　2020 年度採択事業決定

事  業  者：凝縮系の光物性物理学国際会議 2020
期　　間：2020 年７月～ 9月（オンライン会議）、11月30日～ 12月1日 ( 集合会議 ) 
開催場所：オンライン会議はインターネット利用、集合会議は京都然林房

凝縮系の光物性物理学国際会議 2020

事  業  者：アジアデザインアート展覧会コンソーシアム
期　　間：2020 年 9月～ 11月頃
開催場所：カンボジア、日本

「失われたクメール美術」国際文化交流 
― 恒久的世界平和を目指して ―

2020 年度採択事業の一例

2025年大阪・関西万博に向け、1970年万博の理念を継承・発展させ、
新たな時代の価値創造へとつなぐ活動などを助成

KANSAI SPIRITS

メッセージ
　操り人形に自身の顔などを合成する
映像作品で注目され、海外の展覧会で
も人気の笹岡由梨子さん。非現実の人
形劇にデフォルメした現実をはめ込んでつくる世界観は、
ユーモラスであり、不条理なようでもある。「これまでにな
い表現方法で、〝今〞という時代を切り取って見せるのが現
代美術」という笹岡さんは、作品にさまざまなメッセージを
込めている。
　例えば、操り人形が生きている魚（アジ）をさばき、焼い
て、食べるようすをノーカットで撮影したショートムービー

『anima／正義の料理人』（2014年）。「食べる者にとっては
正義でも、食べられる者にとっては不正義。人間社会にもこ
れと似た状況はある」といわれて何となく納得したが、仕事
場の壁に「死」の付く言葉がたくさん貼り出されている意味
を聞いて、その真意にはっとさせられた。
　「孤独死であれ、殉死であれ、そして自死であっても、何ら
かの社会的な力による〝他殺〞だと解釈できるのではない
か。であれば、そうした死を生む私たちや私たちの社会にも
責任の一端があるのに、都合のいい言葉で死を他人事にし
てしまっている。スーパーで売っている魚を、私たちが生き
るために殺した〝死体〞ではなく〝食材〞とみているように、私
たちは生命の尊厳という感覚がマヒしているように感じる」
　笹岡さんはそのことに気づき、たくさんのドローイング
をマインドマップのように壁に貼り出しているのだった。

先人から学ぶ
　大阪府出身の笹岡さんは、京都市立芸術大学美術学部

（油絵専攻）を卒業後、同大学院修士課程で油絵、博士課程
でメディア・アートを専攻し2017年に満期退学。第19回岡
本太郎現代芸術賞特別賞（2016年）、群馬青年ビエンナー
レ2017大賞（2017年）、京都府新鋭選抜展最優秀賞（2019

年）、令和元年度咲くやこの花賞（2019年）など、数々の受賞
歴を持つ。母校で非常勤講師を務める一方、ロシアやポー
ランドなどでの滞在制作や、今年1月にはアジア最大級の
現代美術アートフェア「台北當代（タイペイタンダイ／台
湾）」に出展するなど、海外での活動も多い。
　しかし、そんな日常がコロナ禍で一変した。出展を予定し
ていた国際美術展が次々中止され、大学はオンライン授業
になって学生とじかに顔を合わせることもできなくなった。
全ての当てが外れて3～4月は悶々と過ごしていたが、やが
て、この期間を自分を変えるために使おうと気持ちを切り換
えた。新たな表現方法を試したり、人に手伝ってもらってい
た撮影や録音を自分でしたり、出展予定がなくなった分、締
め切りに追われることなく作品づくりを楽しむことにした。
　また、過去の作家が戦争や疫病などの苦境をどのように
作品に昇華させたのか、それを知るために西洋美術史の
本を再度読み返している。「コロナだからできないのでは
なく、コロナだからこそしなくてはならないことがあるは
ず。それを先人から学びたい」と前を向く。さらには、コロナ
禍で制作意欲を失くしたり、アルバイトができなくなったり
した学生たちの励みになればと、YouTubeへの動画配信も
継続している。自身の作品づくりの苦悩や喜びを振り返る

『笹岡ゼミ・前編』や家計の節約術など、現代美術家として
コロナ禍を知恵と工夫で乗り切るアイデアを発信している。
　映像製作には出費がかさむ。そのために生活を切り詰
めても苦にしない。むしろ、それを楽しもうという気概すら
ある。「落ち葉を食べてでも作家でありたい」。そういって微
笑む笹岡さんに、関西の現代美術家としてのハングリーさ
と純粋さを感じた。

（ライター 三上祥弘）

現代美術家

笹岡由梨子さん

自画像など数々のドローイングが貼り出されたスタジオ
（京都市・Vostokにて）

『anima／正義の料理人』（YouTubeより） 
操り人形芝居はチェコの文化を彷彿させる。欧米の西洋美術が席巻する現
在、笹岡さんは東欧美術の力強さに魅力を感じ、ポーランドやロシアなど
を拠点に活動を広げていきたいという。

コロナをきっかけに自分を変える

ー コロナ禍のアーティストたち  vol.1
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　日本とトルコの強い絆を生んだエルトゥールル号の沈没事故
（1890 年・串本町大島樫野崎沖）や、トルコ文化について知ってもら
うことを目的に、日本各地で「エルトゥールル移動実験室」と名付け
たパイロット・イベントを開催。沈没現場から発掘した遺品の一部
を展示・紹介するとともに、日
本とトルコの友情の歴史を解
説します。　串本町では、沈没
したエルトゥールル号の発掘と
研究を実施。掘削地域にマスコ
ミ関係者を集め、2007 年から
継続する発掘事業と発掘品を
公 開し、トルコと日本 の 友 好
メッセージを発信します。

※各事業の実施時期、実施場所などについては、状況により変更されることがあります。　※写真は各事業者より提供

　19 世紀から20 世紀にかけ
て国内外で開催された博覧
会の歴史を、絵画、歴史、工芸
資料などを通じて紹介しま
す。時代を映す鏡である博覧
会と人々はどのように向き
合ってきた の か、2025 年 の
大阪・関西万博開催に向け
て考えます。

　1970 年大阪万博の理念「人類の進歩と調和」をいかに継承し、
2025 年大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」
にどうつなげるかを比較文明学の視点から検討する国際シンポジウ
ムを開催します。

1940年 紀元二千六百年記念日本万国博覧会

1872年 文部省博覧会

「第37回比較文明学会大会シンポジウム風景
（中央大学、2019年）」

日本の学生に発掘された遺品について
説明する様子

沈没現場から遺品を発掘するダイバー

※辞退を除く

フリゲート・エルトゥールル号の発掘、広報、教育事業
事  業  者：BOSAV（トルコ）
期　　間：2021 年度で 90日間
開催場所：串本町、和歌山市、大阪市、東京都、札幌市、福岡市、秋田市
　　　　　を予定

特別展「博覧会の世紀」展
事  業  者：長崎歴史文化博物館
期　　間：2021 年 10月1日～ 11月28日（予定）
開催場所：長崎歴史文化博物館

比較文明学会国際シンポジウム
「いのち」をめぐる文明的課題の解決に向けて

事  業  者：千里文化財団
期　　間：2020 年 11月21日～ 11月23日
開催場所：国立民族学博物館

国際文化交流、国際親善に寄与する活動（一般助成事業）　★印は外国で行われる事業（国内団体含む）

　地球音楽プロジェクト実行委員会

★アジアデザインアート展覧会コンソーシアム

★特定非営利活動法人 フェア・プラス

★特定非営利活動法人 魁文舎

★特定非営利活動法人 東京高円寺阿波おどり振興協会

　日本環境ジャーナリストの会

　歴史街道推進協議会

★特定非営利活動法人 AfriMedico

　特定非営利活動法人 Little Bridge

★一般社団法人 タチョナ

★公益財団法人 山本能楽堂

　ミュージックジェネレーション・ジャパンチーム

★一般社団法人 古伊万里再生プロジェクト

　特定非営利活動法人 ACROSS

★・エコツミ・プロジェクト

★一般社団法人 オフィスアルブ

★佐渡祭ワールドツアー実行委員会

　一般社団法人 東京国際合唱機構

★芭蕉繊維研究会

★一般社団法人 Ｐ

★一般社団法人 教育支援グローバル基金

★East Asia Theater Interaction 実行委員会

★国立カタルーニャ美術館 (スペイン)

★テネシー州アジアンカルチャーセンター (アメリカ）

★ウェリントン・ジャパン・フェスティバル・トラスト(ニュージーランド)

★フィラデルフィア日米協会 (アメリカ) 

　バンクーバー・インターカルチュラル・オーケストラ(カナダ)

★Noh Society,Inc.（アメリカ）

　カンパニー・ニュー・ヒーローズ（オランダ）

ジョヴァンニ・ソッリマ来日公演 2020 Theory of the Earth 地球の躍動～チェロと三味線とオーケストラのための 

「失われたクメール美術」国際文化交流 ― 恒久的世界平和を目指して ―

フィリピンの山村への生活支援事業と日本の農村の伝承技術との国境を越えた連携による普遍的価値の発信

声明の会・千年の聲「螺旋曼荼羅海会」北米ツアー

東京高円寺阿波おどり 2020 サイパン公演

IDFC日本ミャンマー学生会議

アジア環境ジャーナリスト交流：日本の気候変動対策ビジネスを日本とアジアの記者が共同取材し、その結果を紙面やシンポジウムで報告する

日本文化体感プログラム　関西の歴史・文化体験を通じた首都圏留学生と地元大学生の交流事業

タンザニア農村部への「置き薬」設置を加速化するための顧客台帳電子化事業 

東京オリンピックにおけるボスニア・ヘルツェゴヴィナ代表選手事前キャンプおよび日本とボスニア・ヘルツェゴヴィナとの交流事業

ご近所映画クラブ in タイ 

Noh for SDGs ～新作能「オルフェウス」持続可能な社会の実現に向けて日本の伝統文化を世界に発信（河床）

マイケル・ルーニー、ジューン・マッコーマック＆ミュージックジェネレーション・リーシュ・ハープアンサンブル日本ツアー 2020

オーストリア・ロースドルフ城「陶片の間」における日本文化ワークショップを通じた国際交流 

日本・カンボジア未来交流プログラム 

日本神話発信事業　コンテンポラリーオペラ「KOJIKI」 

Echoes of Calling 

世界で門付けを「ドバイ国際博覧会 × 佐渡祭ワールドツアー」プロジェクト 

第 3 回東京国際合唱コンクール 

ミャンマーにおける糸芭蕉の利用をとおした農民の所得向上と相互の伝統的織物産業の活性化に向けた交流事業

舞台芸術作品の創作、上演を通じた東南アジア・欧州の文化交流プロジェクト 

ビヨンドトゥモロー　アジア・サマープログラム2020 

東アジア国際舞台芸術交流プログラム 2020 in Fukuoka 

企画展「火の色：濱田からアルティガスへ」 

テネシー州アジアンカルチャーセンター 

2020 年ジャパン・フェスティバル・ウェリントン 

ジャパン・フィリー 2020：一年間、無数のつながり 

日本・カナダ　作曲家交流プロジェクト　バンクーバー・インターカルチュラル・オーケストラ＆九州・沖縄作曲家協会

能レクチャー公演北米ツアー

ミレニアル世代との出会い
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　特定非営利活動法人 セイブ・イラクチルドレン・名古屋

　国際細胞老化研究会 2020 年度学術会議実施委員会

　第 8 回アジア・パシフィック少数多体系物理に関する国際会議組織委員会

　凝縮系の光物性物理学国際会議 2020

　公立大学法人 京都市立芸術大学

イラク医師の日本での医療研修・国際交流とその広報 

国際細胞老化研究会 2020 年度学術会議 

第 8 回アジア・パシフィック少数多体系物理に関する国際会議 

凝縮系の光物性物理学国際会議 2020 

芸術資源研究センター重点研究プロジェクト　－ バシェの音響彫刻 特別企画展 － 

The First Symposium on Carbon Ultimate Utilization Technologies for the Global Environment

　第 7 回国際植物細胞壁生物学会議組織委員会

　一般財団法人 千里文化財団

　日本地球掘削科学コンソーシアム

　第 14 回宇宙空間シミュレーション国際学校 実行委員会

　長崎歴史文化博物館

　情報・システム研究機構　国立極地研究所

　BOSAV（トルコ）
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2020 年度　日本万国博覧会記念基金助成事業一覧

事 業 者 名 事 業 名 決定金額（万円）

事 業 者 名 事 業 名 決定金額（万円）

　The First Symposium on Carbon Ultimate Utilization 
　Technologies for the Global Environment 組織委員会

1

2 教育、学術に関する国際的な活動（一般助成事業）　★印は外国で行われる事業（国内団体含む）

★International Development Field Camp for 
　Myanmar and Japan Youth Leaders

日本万国博覧会記念基金事業

第 7 回国際植物細胞壁生物学会議 

比較文明学会　国際シンポジウム：「いのち」をめぐる文明論的課題の解決に向けて 

人類未踏のマントルへの挑戦：水惑星地球の未来予測に向けた根本課題の検討 

第 14 回宇宙空間シミュレーション国際学校 

特別展「博覧会の世紀」展 

アジア極地科学フォーラム年次総会 

フリゲート・エルトゥールル号の発掘、広報、教育事業 
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